
か
し
ら

史
料
紹
介

―
近
世
の
畳
の
頭
板
に
つ
い
て
―

以
下
に
紹
介
す
る
の
は
、
近
世
の
畳
の
頭
板
で
あ
る
。
頭
板
は
、
耳
板
と
も

い
い
、
畳
の
隅
の
崩
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
畳
床
の
端
上
面
に
あ
て
補
強
す
る
も

の
で
、
そ
の
上
に
畳
表
を
貼
る
。
現
在
で
も
、
畳
床
の
両
短
辺
に
頭
板
を
入
れ

る
例
が
あ
る
が

（長
手
に
入
れ
る
場
合
も
あ
る
）
、　
普
通
の
畳
で
は
省
略
さ
れ

（１
）
る
。
発
見
さ
れ
た
の
は
、　
一
九
九
二
年
九
月
を

一
九
九
四
年
六
月
に
か
け
て
の

こ
と
で
、
岡
山
県
赤
磐
郡
吉
井
町
河
原
屋
の
尾
関
寿
生
氏
所
有
の
畑
地
に
お
い

て
で
あ
る
。
尾
関
氏
宅
で
は
、　
一
九
九
三
年
六
月
に
、
母
屋
と
は
別
棟
の
隠
居

部
屋
の
畳
替
え
の
必
要
か
ら
、
古
い
畳
六
枚
を
草
抑
え
と
し
て
畑
地
に
廃
棄
し

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
畳
が
腐
食
し
て
崩
れ
、
頭
板
が
地
上
に
露
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
、
尾
関
辰
哉
氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
尾
関
氏
宅
で
は
、

近
世
に
は
、
備
前
国
赤
坂
郡
是
里
村
の
枝
村
に
あ
た
る
河
原
屋
村
の
名
主
宅
で

あ
り
、
元
来
畳
が
敷
か
れ
て
い
た
の
は
、
母
屋
の
表
座
敷
で
あ

っ
た
と
聞
く
。

後
述
す
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
頭
板
に
は

「明
和
二
年
」
盆
七
六
五
）
の
銘
が

今

津

勝

あ
り
、
畳
本
体
は
明
和
二
年
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
畳
表
を
替
え
つ

つ
最
近
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

尾
関
氏
宅
で
廃
棄
さ
れ
た
畳
六
枚
の
両
短
辺
に
頭
板
が
付
け
ら
れ
て
い
た
と

し
た
な
ら
ば
、　
〓

一本
の
頭
板
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
採
取
で
き
た
の

は
合
計
七
本
で
あ
る
。
頭
板
の
形
状
は
、
全
長
が
ほ
ぼ
九
五
〇
硼
、
幅
三
六
ｉ

三
九
剛
、
端
沿
い
に
使
う
部
分
の
厚
き
が
五
剛
で
、
畳
の
内
側
に
あ
た
る
両
端

部
は
斜
め
に
切
ら
れ
、
か
つ
そ
２
異
面
は
○

・
五
硼
か
ら

一
血
の
薄
さ
に
成
形

さ
れ
て
い
る
。
材
は
松
材
で
、
板
目

ｏ
柾
日
で
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ

れ
の
頭
板
に
は
、
ほ
ぼ

一
〇

Ｃｍ
程
度
の
間
隔
で
九
カ
所
ほ
ど
穿
孔
さ
れ
て
お
り
、

一
部
の
穴
に
は
凧
糸
状
の
畳
糸
が
残
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
畳
に
縫
い
つ

け
る
時
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
発
見
さ
れ
た
頭
板
に
は
、
所
々
意
味
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
、
以
下
の

よ
う
な
墨
書
が
残
存
し
て
お
り
、
貴
重
な
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
明
和
二
年
乙
百
卯
月
十
九
日
備
前
和
気
郡
西
片
上
村
之
住
人
畳
師
佐
四
郎
作
之
者
也
」

②

　

『
陣
目
Ｔ
銚
里
昇
々
マ
￥
箪
聾
や
早
』

明
和
三
年
酉
ノ
卯
月
」

Φ
伽
∞
×

∞
∞
×

∞
　

〇
〇
μ

（
∞
Φ
∞
）
×

∞
⇔
×

∞
　

〇
⇔
μ
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(6)  (5)  14)

。
「
み
　
　
　
　
　
わ
つ
ら
い
□
□
□
□
け
ぶ
は
せ
ひ
と
も

。
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
□

明
和
弐
年
と
り
の
四
月
改
之
」

明
和
三
乙
酉
四
月
十
八
日
作
之
者
也
　
畳
拾
弐
畳
之
内
　
　
　
正
宗
□
」

名
科
冒
当
戯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
和
弐
年
酉
ノ
四
月
□

。
「
□
□
□
？
科
∇
￥

　

　

『
五
』
　

　

赤
坂
郡
河
原
屋

①
　
。
「
□
前
国
和
気
郡
西
片
上
村
佐
四
郎
□
□
□
　
□
□
口
口

。
「

（Φ
Φ伽
）
×
∞
Ｏ
×
∞
　
⇔
⇔
μ

（ΦΦ
∞）
×
∞
『
×
伽
　
Ｏ
ω
岸

（∞
い∞
）
Ｘ
∞
『
×
∞
　
Φ
ω
μ

大
工
当
村
与
兵
衛
畳
刺
和
気
郡
西
片
上
村
」」　　　　　　　　Φり〇

※
∞『
×
い　　Φのド

い
□
□
□
そ
日
□
　
　
　
　
　
」

片
上
書
之
」

Ｏ
伽
Ｐ
×

∞
『
×

］
　

〇
⇔
Ｐ
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近世の畳の頭板について

①
に
は
明
和
二
年

（
一
七
一ハ
五
）
四
月

一
九
日
に
こ
の
畳
が
製
作
さ
れ
た
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
０
で
は
四
月

一
八
日
と
あ
る
の
で
、
こ
の
時
の
作

業
が
少
な
く
と
も
四
月

一
八
日
と

一
九
日
の
二
日
に
わ
た
り
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
の
畳
を
製
作
し
た
の
が
、
和
気
郡
西
片
上
村
の
畳
師

佐
四
郎
で
あ
り
、
そ
れ
が
赤
坂
郡
是
里
村
河
原
屋
ま
で
出
張
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
、
郡
域
を
越
え
て
活
動
す
る
畳
師
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
②
①
⑤
⑥
の

主
要
な
墨
書
は
、
製
作
年
月
を
示
す
。
②
に
は
落
書
が
あ
り
、
落
書
の
内
容
か

ら
こ
れ
は
畳
師
本
人
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
筆
跡
の
同
定

は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
⑤
か
ら
は
、
こ
の
時
製
作
さ
れ
た

一
連
の
畳
が

一
二
畳

で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
０
に
は

「五
」
と
大
書
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

な
ど
は
恐
ら
く

一
二
畳
の
内
の
五
番
目
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、

他
の
頭
板
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

頭
板
の
発
見
さ
れ
た
赤
坂
郡
是
里
村
は
近
世
で
は
、
岡
山
藩
家
老
の
片
桐
池

田
の
知
行
地
で
あ
り
、
領
主
が
し
ば
し
ば
狩
猟
に
訪
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
際
に
は
、
名
主
宅
に
も
逗
留
し
て
お
り

（荒
嶋
宗
元
家
文
書

「万
歳
留
帳
」
冥
ロ

井
町
史
』
第
二
巻
）
、　
尾
関
氏
宅
で
も
領
主
逗
留
時
の
接
待
仕
法
が
最
近
ま
で
残

さ
れ
て
い
た
と
聞
く
。
恐
ら
く
、
同
氏
宅
で
の
こ
う
し
た
畳
の
製
作
も
そ
の
よ

う
な
事
情
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
傍
証
す
る
史
料
が
存
在
せ
ず
残
念
な

が
ら
不
明
で
あ
る
。
な
お
頭
板
の
釈
読
に
は
、
狩
野
久
氏
を
中
心
に
倉
地
克
直

・
久
野
修
義

。
青
木
充
子
の
諸
氏
と
今
津
が
あ
た
り
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
。

註（１
）

出
口
晴
洪

『
伝
統
に
学
ぶ
和
風
建
築
の
技
法
』
彰
国
社
、　
一
九
九
四
年
。

築
大
辞
典
』
（第
二
版
）
彰
国
社
、　
一
九
九
三
年
。

『
建




